
一般会計

特別会計

企業会計

総　　額

会計区分 予算額 対前年比

172億4,000万円

88億3,300万円

27億6,496万円

288億3,796万円

+2.3%

+4.5%

+0.9%

+2.8%

特
集

■
一
般
会
計
歳
入
の
状
況

　
市
税
は
地
価
の
下
落
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
減
少
傾
向
が
続
く
も
の
の
、

市
民
税
の
回
復
や
償
却
資
産
の
増
加

等
に
よ
り
、全
体
で
は
前
年
度
よ
り
微

増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
方
交
付
税
は
国
の
算
定
方

法
の
見
直
し
等
に
よ
る
影
響
が
不
透

明
な
た
め
、前
年
度
と
同
額
を
計
上
し

ま
し
た
。

　
市
債
は
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利

な
起
債
を
活
用
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
、平
成
30
年
度
ま
で
が
発
行
期
限

と
な
っ
て
い
る
合
併
特
例
債
は
、老
朽

化
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
光

園
の
建
て
替
え
な
ど
の
障
が
い
・
福

祉
の
拠
点
整
備
や
、宇
宙
物
理
学
研
究

紹
介
施
設
を
初
め
と
し
た
未
来
の
観

光
振
興
に
資
す
る
施
設
整
備
に
重
点

配
分
し
、市
債
全
体
で
は
前
年
度
よ
り

２
億
１
千
５
百
万
円
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
繰
入
金
は
前
年
の
１
月
〜
12
月
に

収
入
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
を
基
金
化

し
た
後
、翌
年
度
に
基
金
か
ら
の
取
り

崩
し
を
行
う
、ふ
る
さ
と
創
生
事
業
基

金
繰
入
金
や
財
源
不
足
を
補
う
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
の
増
な
ど
で
前
年

度
よ
り
４
億
２
千
６
百
万
円
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、当
初
は
財
政
調
整
基
金
繰
入

金
を
予
算
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
、地
方
交
付
税
や
繰
越
金
の
見
通
し

が
立
ち
、予
算
に
対
し
て
一
定
の
上
振

れ
が
生
じ
た
場
合
に
は
優
先
的
に
同

基
金
へ
の
積
み
戻
し
を
行
う
も
の
と

し
、安
定
し
た
健
全
財
政
の
運
用
を
図

り
ま
す
。

■
一
般
会
計
歳
出
の
状
況

　
福
祉
・
生
活
分
野
の
充
実
、
チ
ャ

ン
ス
を
活
か
し
た
交
流
人
口
拡
大
を

図
る
観
光
・
産
業
振
興
策
、
歴
史
・

自
然
資
源
を
活
か
し
た
地
域
の
自
慢

や
人
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
。

▽
総
務
費
（
前
年
比
＋
3.
0
億
円
）

　
市
民
の
安
全
な
生
活
の
維
持
向
上

を
図
る
た
め
、
大
規
模
災
害
に
備
え

た
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
災
害
物
資
輸
送

体
制
の
確
立
や
、
地
域
に
お
け
る
防

災
リ
ー
ダ
ー
育
成
支
援
の
ほ
か
、

レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
現
行
区

間
内
の
橋
梁
安
全
対
策
工
事
、
旧
神

岡
鉄
道
車
輌
「
お
く
ひ
だ
１
号
」
の

移
設
・
展
示
を
行
い
、
全
国
に
知
ら

れ
る
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の

更
な
る
魅
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

▽
民
生
費
（
前
年
比
＋
3.
7
億
円
）

　
障
が
い
児
者
日
中
一
時
支
援
事
業

所
の
整
備
や
、
人
材
不
足
が
深
刻
と

な
っ
て
い
る
介
護
人
材
の
育
成
・
確

保
対
策
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
帯
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
に
よ
り
、
入
園
入
学

祝
い
金
制
度
を
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
入
園
・
入
学
準
備
品
購
入
支
援
事

業
に
見
直
し
ま
し
た
。

▽
衛
生
費
（
前
年
比
＋
1.
1
億
円
）

　
全
国
初
の
国
保
診
療
所
方
式
と
な

る
児
童
精
神
科
診
療
所
（
仮
称
：
飛

騨
市
こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
の
開
設
に
向
け
た
医
療
用
機
器

整
備
や
施
設
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

▽
農
林
水
産
業
費
（
前
年
比
△

1.
0
億
円
）

　
新
規
就
農
者
や
担
い
手
農
家
の
育

成
・
確
保
を
目
指
し
、
就
農
者
支
援

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
た
に
立
ち
上
げ

る
と
と
も
に
、
新
た
な
支
援
制
度
を

創
設
し
、
小
規
模
森
林
整
備
の
推
進

や
繁
殖
雌
牛
増
頭
に
よ
る
飛
騨
牛
生

産
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

▽
商
工
費
（
前
年
比
△
1.
1
億
円
）

　
支
え
が
必
要
な
方
に
も
優
し
い
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
観
光
地
づ
く
り
を
目

指
し
、
市
役
所
前
「
ふ
る
か
わ
や
」

多
目
的
ト
イ
レ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化

や
古
川
駅
前
観
光
案
内
所
ト
イ
レ
洋

式
化
改
修
、
池
ヶ
原
湿
原
遊
歩
道
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
古
川
祭
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
を
契
機
と
し
て
、
同

じ
く
登
録
さ
れ
た
近
隣
自
治
体
と
連

携
し
た
観
光
誘
客
や
市
民
交
流
促
進

事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
飛
騨
古
川

ま
つ
り
会
館
の
映
像
及
び
映
像
機
器

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

▽
土
木
費
（
前
年
比
△
1.
3
億
円
）

　
国
・
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

市
民
の
生
活
を
支
え
る
道
路
の
新
設

改
良
や
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
補
修
、

公
園
整
備
を
行
い
ま
す
。

▽
消
防
費
（
前
年
比
△
0.
6
億
円
）

　
市
内
の
消
防
力
の
維
持
増
強
を
図

る
た
め
、
消
防
自
動
車
1
台
と
神
岡

消
防
署
指
揮
車
、
消
防
団
小
型
動
力

ポ
ン
プ
及
び
積
載
車
３
台
を
更
新
し

ま
す
。

▽
教
育
費
（
前
年
比
＋
0.
9
億
円
）

　
入
園
入
学
祝
金
制
度
見
直
し
に
か

か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
大
学
等
で

の
修
学
が
困
難
と
な
る
低
所
得
世
帯

に
対
す
る
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
創

設
す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
部
活
動

に
お
け
る
遠
征
や
各
種
大
会
出
場
時

の
バ
ス
借
上
げ
や
交
通
費
に
対
す
る

補
助
を
拡
充
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
価
値
あ
る
資
源
を

地
域
の
自
慢
と
し
て
磨
き
上
げ
、
市

民
が
誇
り
を
持
っ
て
後
世
に
末
永
く

伝
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、
姉
小
路
氏

関
連
城
館
群
（
山
城
跡
）
の
整
備
活

用
や
、
江
馬
氏
館
跡
庭
園
の
県
内
初

と
な
る
国
の
「
史
跡
」
と
「
名
勝
」

の
両
指
定
を
見
据
え
た
保
存
活
用
計

画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
平
成
29
年

度
の
主
要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
の
概
要
・
各
主
要
事

業
の
詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●一般会計歳入

■
予
算
の
特
徴

　
地
域
の
自
然
資
源
を
活
か
し
、成
長

の
芽
を
大
き
く
伸
ば
し
な
が
ら
、市
が

直
面
し
て
い
る
人
口
減
少
と
い
う
課

題
に
立
ち
向
か
い
、飛
騨
市
が
未
来
に

向
か
っ
て
発
展
し
て
い
く
た
め
、

▼
元
気
な
飛
騨
市
を
つ
く
る

▼
あ
ん
き
な
飛
騨
市
を
つ
く
る

▼
誇
り
の
持
て
る
飛
騨
市
を
つ
く
る

を
３
本
柱
と
し
た
予
算
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、市
民
の
暮
ら
し
に
密

接
に
関
わ
る
福
祉
・
生
活
分
野
の
充

実
に
加
え
、ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

者
輩
出
、古
川
祭
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
や
ア
ニ
メ
映
画
「
君
の
名

は
。」
大
ヒ
ッ
ト
な
ど
の
飛
騨
市
を
飛

躍
さ
せ
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
活
か

し
た
観
光
・
産
業
振
興
を
重
点
施
策

と
位
置
づ
け
、「
元
気
で
、
あ
ん
き
な
、

誇
り
の
持
て
る
　
ふ
る
さ
と
飛
騨
市
」

を
創
造
す
る
事
業
を
本
格
展
開
し
ま

す
。

２

平成29年度 
一般会計　172億4,000万円

飛騨市の予算
　市議会３月定例会において、平成29年度当初予算が可決されました。一般会計、特別会計及び企業会計の総額は
288億 3,796万円、前年度本格予算と比較して7億 8,376万円増加（+2.8％）となり、市民お一人おひとりの思いに寄
り添った市政実現に向け、あらゆる分野の政策に磨きをかける「進化」の姿勢を重要視した予算を編成しました。

予算額会計区分・会計名

 

●特別会計・企業会計予算の内訳

特別会計

公営企業会計

 国民健康保険
 後期高齢者医療
 介護保険
 公共下水道事業
 特定環境保全公共下水道事業
 農村下水道事業
 個別排水処理施設事業
 下水道汚泥処理事業
 駐車場事業
 情報施設
 給食費

 水道事業
 国民健康保険病院事業

88億3,300万円 
33億2,800万円 

3億8,320万円 
33億2,000万円 

9億7,850万円 
1億8,750万円 
3億1,500万円 

1,600万円 
1億7,000万円 

420万円 
9,300万円 
3,760万円 

27億6,496万円 
8億   555万円 

19億5,941万円

※増減率は、平成28年度本格予算との比較です



平成29年度
飛騨市の予算

特
集

■
一
般
会
計
歳
入
の
状
況
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下
落
に
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固
定

資
産
税
の
減
少
傾
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が
続
く
も
の
の
、

市
民
税
の
回
復
や
償
却
資
産
の
増
加

等
に
よ
り
、全
体
で
は
前
年
度
よ
り
微

増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
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、地
方
交
付
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は
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の
算
定
方
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の
見
直
し
等
に
よ
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影
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が
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た
め
、前
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度
と
同
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を
計
上
し

ま
し
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。
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債
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交
付
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す
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を

創
設
し
、
小
規
模
森
林
整
備
の
推
進

や
繁
殖
雌
牛
増
頭
に
よ
る
飛
騨
牛
生

産
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

▽
商
工
費
（
前
年
比
△
1.
1
億
円
）

　
支
え
が
必
要
な
方
に
も
優
し
い
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
観
光
地
づ
く
り
を
目

指
し
、
市
役
所
前
「
ふ
る
か
わ
や
」

多
目
的
ト
イ
レ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化

や
古
川
駅
前
観
光
案
内
所
ト
イ
レ
洋

式
化
改
修
、
池
ヶ
原
湿
原
遊
歩
道
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
古
川
祭
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
を
契
機
と
し
て
、
同

じ
く
登
録
さ
れ
た
近
隣
自
治
体
と
連

携
し
た
観
光
誘
客
や
市
民
交
流
促
進

事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
飛
騨
古
川

ま
つ
り
会
館
の
映
像
及
び
映
像
機
器

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

▽
土
木
費
（
前
年
比
△
1.
3
億
円
）

　
国
・
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

市
民
の
生
活
を
支
え
る
道
路
の
新
設

改
良
や
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
補
修
、

公
園
整
備
を
行
い
ま
す
。

▽
消
防
費
（
前
年
比
△
0.
6
億
円
）

　
市
内
の
消
防
力
の
維
持
増
強
を
図

る
た
め
、
消
防
自
動
車
1
台
と
神
岡

消
防
署
指
揮
車
、
消
防
団
小
型
動
力

ポ
ン
プ
及
び
積
載
車
３
台
を
更
新
し

ま
す
。

▽
教
育
費
（
前
年
比
＋
0.
9
億
円
）

　
入
園
入
学
祝
金
制
度
見
直
し
に
か

か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
大
学
等
で

の
修
学
が
困
難
と
な
る
低
所
得
世
帯

に
対
す
る
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
創

設
す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
部
活
動

に
お
け
る
遠
征
や
各
種
大
会
出
場
時

の
バ
ス
借
上
げ
や
交
通
費
に
対
す
る

補
助
を
拡
充
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
価
値
あ
る
資
源
を

地
域
の
自
慢
と
し
て
磨
き
上
げ
、
市

民
が
誇
り
を
持
っ
て
後
世
に
末
永
く

伝
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、
姉
小
路
氏

関
連
城
館
群
（
山
城
跡
）
の
整
備
活

用
や
、
江
馬
氏
館
跡
庭
園
の
県
内
初

と
な
る
国
の
「
史
跡
」
と
「
名
勝
」

の
両
指
定
を
見
据
え
た
保
存
活
用
計

画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
平
成
29
年

度
の
主
要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
の
概
要
・
各
主
要
事

業
の
詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●一般会計歳出（目的別）

●一般会計歳出（性質別）

３ 2017年４月号

題
ろいろい

話のちま

22

下嶋先生（神岡中）に文部科学大臣表彰
３月10日（金）　市長室

魅力ある授業作りが評価される

笑顔で語り合う参加者 認定証が交付された事業者の皆さん

高校生らが地域の大人と語り合う
３月21日（火）　神岡町ふれあいセンター

ドリコミュが飛騨神岡高校でも開催

　自身の経験や夢、目標などを語り合うドリコミュ（ドリーム
コミュニティ）が神岡町ふれあいセンターで開かれました。ド
リコミュはメンタルコーチの関口祐太さんが昨年１月から毎
月１回行っている取り組みで、２月には吉城高校でも開催さ
れました。
　今回は飛騨神岡高校生と地域の大人が語り合うワーク
ショップ「カミコミュ」として、高校生や地域住民などが参加
しました。会場では、参加者がこの１カ月の生活を振り返り、
互いの目標や考えていることなど様々な思いを共有しまし
た。また、次の１カ月どう過ごすかを考え、参加者で共有しま
した。

特産品に10商品が認定
３月10日（金）　市役所

さらなるＰＲにつなげる

　飛騨市推奨特産品認定証交付式が市役所で行われ、味噌
煎餅や日本酒など市内事業者の10商品が認定されました。
　「飛騨市推奨特産品」認定制度は、市内の特産品をより
広くＰＲするため今年度創設された制度です。認定された商
品は組木をイメージしたロゴシールを貼り付けし、差別化を
図っていきます。また、各地で行われる市の販売プロモー
ションに出品する予定です。
　審査委員長を務めた岐阜県名産販売(株)の加藤徹社長は
「それぞれにこだわりや特長があり、素晴らしい商品ばかり
だった。今日を第一歩として今後も頑張って欲しい」と話して
いました。

賞状を手にする下嶋先生（左から２人目）

　平成28年度文部科学大臣優秀教職員表彰を受賞した神
岡中学校の下嶋健児教諭が市長に報告を行いまた。
　この表彰は、学習指導や生徒指導、部活指導などにおい
て、特に顕著な成果をあげた方に送られるものす。
社会科を担当する下嶋教諭は各地で取材した資料などを使
い、子ども達をひきつける授業を行っています。
　下嶋教諭は「資料を使い子ども達の知的好奇心を引き出
し、学び方や調べ方などを重点的に教えることで、学びを深
め、自信や充実感につながるよう意識している。今後もさら
に魅力ある授業作りに取り組みたい」と話していました。

ワイワイ会議の様子

広葉樹の活用方法を学ぶ
３月20日（月）　総合会館

飛騨の森の未来へ

　飛騨市広葉樹のまちづくりシンポジウム実行委員会は３月
20日、「飛騨の森と生きる。その未来へ。飛騨市広葉樹のま
ちづくりシンポジウム」を古川町公民館で開きました。
　このシンポジウムは、飛騨市が誇る豊かな広葉樹の森を
持続可能な資源としてまちづくりに活用し、広葉樹のまちづ
くりを推進しようと行われ、会場では広葉樹などを使った体
験プログラムも行われました。
　シンポジウムでは、NPO法人森は海の恋人理事長の畠山
重篤さんによる基調講演や広葉樹に関する事例紹介、森と
まちづくえいについて語る市民ワイワイ会議などが行われま
した。
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主
平成29年度の

主な事業の概要と
予算額を紹介します

要 事 業

 ●総務部 

 ●市民福祉部

  ●基盤整備部

 ●農林部 

 ●企画部

ドローンによる災害時物資輸送体制の確立………75万円
楽天株式会社と相互に協力し、被災時のドローン活用と物資
輸送に向けた実証実験及びオペレーターの養成を行います。

地域防災リーダーの育成…………………………30万円
地域の防災リーダーとして被災時の応急活動に行政とともに
活動する防災士の資格取得に要する費用を支援します。

防災行政無線・情報インフラ整備基本構想の策定…891万円
CATV、CATVインターネット、防災無線等を対象に現状分析及
び課題整理を行い、整備に係る基本構想を策定します。

宇宙物理学研究を伝える新たな場の整備…2億75万円
宇宙物理学研究所を全国に紹介し、飛騨市への観光誘客を推
進するため、研究を分かりやすく伝える施設を宙ドーム内に整
備します。

レールマウンテンバイク渓谷コース開設ほか…5,650万円
飛騨市の魅力向上の拠点整備として、レールマウンテンバイクの
新コース（渓谷コース）の開設および周辺環境整備をします。

イベント交流バスの運行………………………200万円
市内交流の促進やこれまで知らなかった魅力を市民相互に共
有するため、各町からイベントにアクセスできる交流バスを運
行します。

入園・入学準備品購入費用への支援…………2,500万円
これまでの入園入学祝い金制度を見直し、市民のニーズに基づ
き新たに入園入学時の被服購入や高校入学時の教科書等の購
入を支援します。

まめとく健康ポイント制度の創設………………150万円
市および個人があらかじめ設定した健康づくりメニューの達
成にポイントを付与し、健康づくりへの動機づけと継続を促す
制度を創設します。

こどものこころクリニックの開設……………1,675万円
飛騨地域の発達支援体制の向上を目的に、児童精神科診療所
「こどものこころクリニック」を全国の自治体として初めて開
設します。

養護老人ホーム和光園の建て替え………4億3,676万円
老朽化が進行している和光園の全面建て替えを行い、高齢者
の福祉環境の向上を図ります。

障がい者グループホーム等の整備………………970万円
和光園の建替えを機に旧和光
園をリノベーションし、障がい
者グループホーム、有料老人ホ
ーム等の複合施設整備に向け
た設計を行います。

生活を支える道路・橋梁の整備…………5億3,960万円
市民の生活を支える道路の改良およびきめ細やかな修繕、老
朽化した橋の点検および補修を行います。

市道壱之町線の無電柱化………………………1,037万円
古川祭の屋台曳行や曳き揃えが行われる壱之町線の無電柱化
を進め、歴史ある古川祭とマッチした街並み景観の整備をし
ます。

就農者支援のホームページの制作……………138万円
新規就農者確保対策として、農業に関心のある市外在住者が
就農に必要な情報を取得できるよう市ＨＰ内に特設ページを
設置します。

小規模森林整備の推進……………………………82万円
市内里山林整備の推進と良好な農村環境を維持するため、県
自伐林家型地域森林整備事業への上乗せ補助を行う新たな
制度を創設します。

繁殖牛増頭による飛騨牛生産基盤の強化………200万円
増頭を目的に牛舎を整備した農家を対象に、増頭分に係る繁殖
雌牛の導入経費の一部を助成する新たな制度を創設します。

体験型シアターのイメージ
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場広の報情
窓の籍戸

飛騨市ホームページでもお知らせしています 
飛騨市ホームページ http://www.city.hida.gifu.jp/ 

携帯サイト http://www.city.hida.gifu.jp/mobile/ 

QR コード 特
集

５ 2017年４月号

平成29年度
飛騨市の予算

 ●商工観光部

 ●消防本部

 ●公共下水道事業特別会計

 ●水道事業会計

 ●国民健康保険特別会計  ●教育委員会 

 ●介護保険特別会計

財政課 0577-73-3741

ユネスコ登録自治体との連携および交流促進…169万円
高山市・高岡市・南砺市と連携して祭りを切り口とした飛越周
遊観光を促進するとともに、飛越市民交流を目的とした日帰り
バスツアーを行います。

飛騨古川まつり会館映像等のリニューアル…3,575万円
古川祭のユネスコ無形文化遺産登録という機会を活かし、ま
つり会館の魅力向上・ＰＲ強化のため、４Ｋ映像の導入と機器
の更新を行います。

飛騨市観光協会の体制強化…………………4,172万円
飛騨市観光の中心的組織である観光協会の体制強化を図る
ため、事務局長の専任化等に必要な支援を行います。

ネットショップ運営人材の育成………………500万円
市内で生産される食品、工芸品、お土産等特産品が購入でき
るネットショップの開設と運営に必要なノウハウを有した人材
育成を図ります。

希少伝統産業後継者の独立創業支援…………300万円
市の希少伝統産業の技術後継者を育成し、後世への伝統技術
継承を図るため、研修者の独立創業に要する経費の一部を助
成します。

消防OAシステム導入による業務の効率化……390万円
消防業務の効率化と維持管理費用の低減を目的とし、新たに
消防ＯＡシステムの導入を図ります。

消防車両の更新………………………………4,878万円
市内における消防力の維持増強を図るため、北分署配置の消
防自動車１台と神岡消防署の指揮車を更新します。

公共下水道汚泥減量化の推進…………………1,310万円
新たな種菌導入と設備改修を行うことで、浄化センターの浄化
力向上を図り、処理水質の安定と下水道汚泥の減量を推進し
ます。

国民健康保険人間ドックへの助成………………64万円
市の国民健康保険加入者が行う人間ドックに対する助成を行
い、疾病の早期発見・治療を図るとともに医療費の抑制を図り
ます。

この他の事業については市ホームページでご覧いただけます。

水道施設耐震診断・劣化調査の実施…………1,710万円
水道施設の安全性確保と長寿命化のため、水源地など基幹施
設の耐震診断および劣化調査を行います。

石綿管交換による水の安定供給………………1,800万円
安全・安心かつ安定した水を供給するため、老朽化した石綿セ
メント管の敷設替を推進します。

低所得者世帯への給付型奨学金の創設………1,200万円
教育の機会均等の観点から、新たに低所得者世帯に対する給
付型奨学金制度を創設します。

一流スポーツ選手と小学生の交流………………51万円
子どもたちに夢を持つ素晴らしさ、それに向かって努力するこ
との大切さを一流スポーツ選手等を招いて伝える事業を行い
ます。

姉小路氏関連城館群の整備・活用……………356万円
飛騨市に残る山城跡（城館群）を地域の魅力・自慢と位置付
け、その整備と活用を図る新たな取り組みを行います。

高齢者の生活支援体制の整備推進……………765万円
介護ボランティアポイント、支えあいヘルパーの養成など、地
域支え合いの生活支援体制を推進し、専門職では手の届かな
い部分をサポートします。

在宅介護の負担軽減支援………………………300万円
福祉用具購入費助成によりポータブルトイレの普及を図り、在
宅介護で最も大変な排泄介助の負担軽減を図ります。


